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2　　広報サンテックス

中小企業を支援するための広報誌

広報サンテックス

愛称の「サンテックス（SUNTECS）」は、本県の産業が最新のテクノロジー
をベースに太陽のように光り輝くことを願って名付けました。

［発行］
公益財団法人 長崎県産業振興財団　  〒850-0862  長崎市出島町2番11号
TEL.095-820-3838  FAX.095-823-0009  E-mail nagasaki@joho-nagasaki.or.jp
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03　経営者インタビュー

地方発のグローバル会社
海運（グローバル）×KPO（企業の中核業務）で

「長崎から世界を支える」
ONE DEJIMA 株式会社　代表取締役社長　遠山　直人氏

06　財団からのお知らせ

•�令和６年度『産学官イノベーション創出プロジェクト事業』
　�長崎国際大学において産学官金連携サロンを開催しました！
•�「中小企業テクノフェアin九州2024」および
　「製造技術マッチングフェア」に参加しました！
•�「ビジネスマッチングフェアin佐世保」を開催しました！
•�立地企業のご紹介
•�令和６年度第２回長崎県サービス産業経営体質強化事業
　セミナーを開催しました！

08　PICK UP NEWS

西海市江島沖洋上風力発電事業の概要

今号の表紙

島原城　夜の陣

築城400年を迎える島原城では
土曜日を中心に、夜の天守閣を
探索する「夜の陣」が開かれて
います。第10弾を迎えたこの
イベントは、普段入ることがで
きない夜の城内を、懐中電灯で
照らしながら進み、昼間とは異
なる天守閣を体験できます。各
階ごとに１階「黄」、２階「赤」、
３階「青」など、テーマカラー
が変化。オリジナルのBGMと
ともに、光と音が織りなす幻想
的な世界を堪能できます。赤い
光の中に浮かび上がる甲冑や、
最上階から望める天守閣の影絵

「キャッスルモンスター」など、
見どころ満載。
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経営者インタビュー

ONE DEJIMA 株式会社
代表取締役社長　遠山　直人氏
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ONE DEJIMAは
どのような会社でしょうか。

　ONE DEJIMAの話をする前に、まずONEの話を
させてください。ONEは川崎汽船・商船三井・日本
郵船の定期コンテナ船事業を統合して2017年に設
立された会社で、世界120カ国のおよそ28,000社に
サ ー ビ ス を 提 供 し て い ま す。ONE DEJIMAは、
ONEシンガポール本社の業務受託の子会社として
2023年に長崎市に設立されました。その後、長崎
での事業運営や今後の事業展開を考慮し、AFA合同
会社（アンカー・シップ・パートナーズ株式会社）
と十八親和銀行に出資頂きました。現在、我々はグ
ローバル人事や市場調査、経理業務などのKPO※１

を担っています。

※1　Knowledge Process Outsourcing / Offshoring
　　（企業の中核業務の外部委託）

　約240隻のコンテナ船で世界規模の海上輸送
サービスを展開する、日本生まれのコンテナ海
運会社 Ocean Network Express Pte. Ltd.（以
下ONE）。そのシンガポール本社の業務受託会
社として昨年12月、長崎市に設立されたのが
ONE DEJIMAです。社長の遠山直人さんに、設
立の背景やこれからの展望などについてお話し
を伺います。
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大都市圏ではなく、地方である長崎を拠点
に選ばれた理由は何だったのでしょうか。

　１つ目は出島の歴史・海運業との親和性です。長
崎・出島は鎖国時代に唯一世界と交易していた場所
であり、その後も造船業や海運の歴史を切り開いた
町というストーリーに海運業との親和性を感じまし
た。ビジネスにはロマンが必要で、長崎にはそのロ
マンがあると感じました。
　２つ目は優秀な人財の存在。私たちの会社は「人」
が中核をなす事業です。８つの大学を有する長崎県
で、大都市圏では出会えない優秀な人財の存在に事
業展開の可能性を感じました。また、長崎の学生の
多くの方が県外に就職されるという事実をお聞きし、
我々が受け皿になり、微力ながら長崎の地に貢献で
きないかと感じました。
　３つ目は長崎との強い絆です。「出島組織サミッ
ト」での出会いを皮切りに、長崎県・長崎市・ふく
おかフィナンシャルグループ・十八親和銀行、そし
て長崎県産業振興財団など、長崎に対する熱い想い
に惹かれ、また、地元の皆さんの多大なるご協力と
ご支援のおかげで設立することができました。これ
まで長崎と縁のなかった私たちが、この地でビジネ
スを展開していくにあたり、地元の方々とのつなが
りは不可欠です。長崎の経済を盛り上げていこうと
いう熱い想いをお持ちの方が多く、そんな方との対
話は私にとって、事業運営の中で直面する悩みや課
題をブレイクスルーしてくれる大切な機会となって
います。

今年５月には、長崎市内でONEの
グローバルIT会議を開催されましたね。

　世界各国に拠点を持つONEのITの関係者が、一堂
に集まる定例の会議です。今回ONE DEJIMAが長
崎に設立された機会に、長崎で開催しました。１週
間にわたって出島メッセの一部をお借りして、シン
ガポール本社をはじめ海外から最大60人ほどが長
崎に滞在したのですが、期間中およそ1,000万円の
経済波及効果があったことがわかりました。自分た
ちで実際に開催してみて初めて、このような長崎へ
の貢献の仕方があったのかと、思わぬ発見につなが
りました。

　参加者からは「普段なかなか訪れることのない、
日本の地方都市へ足を運ぶ貴重な機会になった」 

「大都市とは違う独特の文化が残る長崎、しかも海
運とゆかりのある町の魅力に触れられた」など大変
好評でした。
　また、私が常任理事を務める社外の団体でも、１
年に１度集中合宿を行うので、長崎での開催に向け
て提案しているところです。その団体の常任理事の
中には大手企業の経営者の方もいらっしゃいますの
で、そうした方に１度足を運んでもらい長崎の魅力
が伝われば、オフサイトミーティングやワーケー
ション、プライベートでもリピートしてもらえるか
もしれません。社内外に向けたこうした動きは、一
過性の動きでは終わらせず、また長崎に来たくなる
仕掛けができればさらに効果は高まるのではないか
と思いました。

長崎県内出身のスタッフさんは、
全体の何割ほどいらっしゃいますか。

　現在スタッフ数は21人※２で、半分が県内在住者
の転職、もう半分がＵ・Ｉターン就職のメンバーで
す。今年度中に30人のチームになる予定で、「３年
間で20人」という当初の計画を大きく上回るペー



スで事業規模が拡大し、それに応えられるような採
用が実現しています。
　海運以外の業界を経験したキャリア採用のメン
バーがほとんどで、世代もさまざまです。現時点で
海外籍のスタッフは１人ですが、今後も国籍を問わ
ない採用を行う方針で、全従業員の３割を海外籍に
したいと思っています。海外籍のメンバーが増えれ
ば、社内の使用言語も英語に切り替わっていくで
しょう。
　多様性のある人財を確保する理由は、いろんな背
景を持つ人をミックスした方が互いに刺激を与え合
い、豊かな発想が生まれ、組織が活性化するという
考えからです。私自身、海外勤務時代に気付かされ
たのは、日本人だけだとどうしても思考が凝り固ま
る傾向があるということ。当たり前に思っている「暗
黙知」は、グローバルの世界で足かせになることが
あります。
　異なる背景で育った異なる価値観がぶつかること
で、暗黙知を疑う意識はもちろん、新たなケミスト
リーが生まれます。当社のコアバリューの一つにも

「個々の多様性を認め、新たな価値を協創できるチー
ムを作り上げること」という項目を挙げて、多様性
を歓迎しています。
※２　2024年９月時点

会社としてどのような存在を目指されます
か。今後の抱負をお聞かせください。

　本社の一部業務受託という形態でスタートしてい
ますが、本社業務の一部を切り取って淡々と受託業
務を行うだけではなく、今後は本社の部全体の業務
委託や各国の地域本社、グループ外企業からの業務
受託を担うなど、培った経験・知見をもとに事業を
拡大していきます。2026年度末には150人規模を
目指す予定です。地元の優秀な学生の雇用やＵ・Ｉ
ターンを雇用することで、会社としての成長のみな
らず、長崎の人口流出という課題解決にわずかでも
寄与できればと思います。
　また同時に、社内外の会議誘致やイベント開催で
長崎への人流増加を促すほか、ONEのネットワー
ク等を活用して長崎県産品の売上向上をお手伝いす
るなど、長崎の経済に貢献できる私たちなりの方法
を模索していきます。
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ONE DEJIMA 株式会社
https://www.one-dejima.com/

［所在地］〒850-0058
	 長崎県長崎市尾上町１番１号 JR長崎駅ビル５階

［E-mail］info@one-dejima.com
［設立日］2023年12月
［従業員］21人（2024年９月現在）
［事業内容］�現地法人・代理店管理、市場調査・情報分析、
　　　　　 人事サポート

　ONE DEJIMAには地方で快適に暮らしながら、大
都市圏のようなグローバルビジネスに挑戦できる環
境があります。「あの会社に入れば自分は大きく成長
できそうだ」「長崎に移住してあの会社で働きたい」 

「あの会社に入るために海外から長崎県の大学に留
学したい」と国内外の方々に言ってもらえるような
会社になりたいですね。
　絶えずチャレンジし続けることは、ONE DEJIMA
の存在意義を確立し社会に貢献していくために欠か
せない姿勢です。本社から「ONE DEJIMAの方が
革新的な仕事をしている。それを本社業務に取り入
れたい」と言われるよう、長崎からONE本体の業
務に変革を起こしていく、また僅かでも長崎経済に
も貢献できるよう、地方発グローバル会社として国
内外の新しいモデルになっていく。これからも社名
に掲げた通り、時代の最先端を切り開くかつての「出
島」のような存在でありたいと思います。
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　産業振興財団では、県内企業と大学等の
研究者とを積極的に繋げ、オープンイノベー
ションによる研究開発を推進しています。
この取組の一環として、７月26日（金）、長崎
国際大学にて令和６年度第１回｢産学官金連
携サロン｣を開催しました。
　今回は、テーマとして機能性表示食品を
取り上げ、長崎県立大学地域連携センター
特任教授の田中一成先生に基調講演を行っ
ていただきました。日常生活を制限なく過
ごせる健康寿命は平均寿命より10年程短い
が、食事習慣を改善することによってその
差を埋めることができ、機能性表示食品の
役割は依然大きいこと、ビワ葉混合発酵茶
葉（品名「ワンダーリーフ」）の開発後、売
上が頭打ちであったところ、販売会社の参画により大きく売上
が向上した、などのご説明をいただきました。機能性表示食品
の分野においても積極的に他所と連携することで、健康･ビジネ
スの両面で効果が大きいと納得させられる、大変貴重な講演で
した。
　今回のサロンではラボツアーを初の試みとして組み込み、長
崎国際大学にて研究を行っておられる３名の先生方の研究室に
足を運び、研究内容やラボ内の設備の詳細な説明をお聴きしま
した。参加された県内製薬会社の役員の方と高度なやり取りが交わされるのを
目の当たりにし、このような直接の接触の機会を作ること、増やしていくこと
の大切さを改めて感じました。
　締めくくりに名刺交換会を最後に行いました。普段接点のない研究者と、大
学の食堂にて飲食しながらざっくばらんな意見交換となり、参加いただいた皆
様にも満足いただけた様子でした。
　今後も、こうした機会を設け、連携の輪を多く拡げていきたいと思います。

県内で頑張る中小企業の皆様に役立つ情報を
お知らせします。

今月ご紹介した事業やセミナーについて情報公開しています よかネット長崎 検 索

　「中小企業テクノフェアin九州2024」に長崎県コーナーとして出展し、県
内企業３社（総和工業㈱、出口工業㈱、㈲プラス銘板工業）の製品・技術
を紹介しました。来場者は３日間で17,224人と盛況でした。
　また、同会場で行われた商談会「製造技術マッチングフェア」には、県
内企業16社が参加し、新規取引の開拓に取り組みました。
　今後も各種商談会や展示会への出展支援を継続し、県内企業の取引拡大
を積極的にサポートしてまいります。

「中小企業テクノフェアin九州2024」および
「製造技術マッチングフェア」に参加しました！

　日時：令和６年７月３日（水）～５日（金）
　会場：西日本総合展示場新館・本館（北九州市）topictopic

2

令和６年度『産学官イノベーション創出プロジェクト事業』
長崎国際大学において産学官金連携サロンを開催しました！
　日時：令和６年７月26日（金）

1
topictopic

1

田中先生の講演田中先生の講演

田中宏光研究室（分子生物）田中宏光研究室（分子生物）

徳吉室長の説明徳吉室長の説明
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　県内企業と県外の発注企業との取引拡大を目的に、「ビジネスマッチン
グフェアin佐世保」を開催しました。今回は九州地区を中心に関東・関
西地区の27社（新規11社含む）の発注企業と県内企業59社が参加し、
合計217の商談が実施されました。そのうち16社の発注企業は翌日に県
内企業を訪問し、成約に向けた活発な商談が行われました。
　発注企業におかれては、製鉄プラントや一般産業用機械、半導体向け
製造装置などに関する製缶、板金、機械加工、溶接などの加工取引先を求めており、今回は過去最多の参加企業
数となりました。
　財団におきましては、フェア終了後も発注企業との連絡を継続し、成約に向けて県内企業をサポートしてまいります。
　次回のビジネスマッチングフェアは令和７年２月に長崎市内で開催予定です。

topictopic
3

「ビジネスマッチングフェアin佐世保」
を開催しました！
　日時：令和６年７月18日（木）13:00 ～ 17:30
　会場：ホテルフラッグス九十九島

京セラ株式会社

　情報通信分野や半導
体関連分野をはじめ、
幅広い産業分野におい
てグローバルに事業を
展開している京セラ株
式会社（代表取締役社
長：谷本秀夫、本社：
京都府京都市）が諫早
市に建設を行う「京セラ長崎諫早工場」の地鎮祭が
８月28日に執り行われました。同拠点では、半導
体関連に幅広く使用されるファインセラミックス部
品などを製造することとしており、令和８年度に拠
点開設を予定しております。将来的には今回建設の
始まる第一工場を含め四棟体制を目指し、約1,000
名の雇用を見込んでいます。

立地企業のご紹介
topictopic

4

平和産業株式会社

　航空・宇宙・造船関連
部 品 の 製 造 を 手 が け る

「平和産業株式会社（代
表取締役社長：八尾泰弘、
本社：東京都港区）」が、
大村市に新拠点「平和産
業（株）大村工場」の開
設を決定し、４月25日に県、同市と立地協定を締結し
ました。新拠点では、造船関連部品を製造することとし
ており、令和７年４月までの事業開始を予定し、５年間
で15名の雇用を計画しています。

　取引振興課では、サービス産業の支援として県が認定するネクストリー
ディング企業を対象にハンズオン支援を行っております。この事業の一
環として県内のサービス産業を対象にセミナーを開催いたしました。
　今回は、海外企業に向けて日本商品の調達支援を行い、現在29か国
2,500社の海外企業から、月間100 ～ 200件ほどの日本商品についての
調達依頼があるCOUXU株式会社　執行役員　齋藤紀臣様を講師に招き、

「海外販路開拓セミナー～海外営業経験・外国語担当“ゼロ”でも今すぐ始められる展開手法とは！？～」と題
して講演いただきました。
　講演では、海外輸出ビジネスの基本から、具体的な進出戦略、現地ビジネスへの適応方法等、海外の販路開拓
の手法を、事例を交えてお話いただき会場参加者のほかオンラインでの聴講者も含め、熱心に聞き入られていま
した。また、セミナーに併せて講師と参加企業との個別相談も行ったところです。
　当財団では、このようなサービス産業の事業者を対象としたセミナーを予定しており、引き続き様々な情報提
供を行ってまいります。

令和６年度第２回長崎県サービス産業経営体質強化事業セミナー
を開催しました！
　日時：令和６年７月４日（木）16：00 ～ 17：30
　会場：出島交流会館２階CO-DEJIMAtopictopic
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西海市江島沖洋上風力発電事業の概要

8　　広報サンテックス

●１．はじめに
　西海市江島沖洋上風力発電事業（以下、「当事業」

という。）は、住友商事㈱（東京都千代田区）と東京

電力リニューアブルパワー㈱（東京都千代田区）より

構成される「みらいえのしま合同会社」（社長 島田茂

東、西海市大瀬戸町）が、長崎県西海市江島の周辺沖

合に洋上風力発電所（以下、「発電所」という。）を建

設して発電した電力を供給する事業です（表１参照）。

●２．事業概要
⑴事業場所

　長崎県西海市の約20km西の沖合にある江島の周

辺の一般海域で（図１参照）、再エネ海域利用法に

基づき定められた促進区域となります。

⑵事業規模

　この促進区域内に世界最大級の15ＭＷ風車を28

基建設し、最大出力420ＭＷの発電所となります（表

１参照）。発電した電力は江島に建設する変電所で

昇圧した後、海底ケーブルで約20km離れた松島ま

で送電し、松島に建設する開閉所を介して九州電力

送配電㈱の既存送電線に連系させます。

事業者名 みらいえのしま合同会社（2024 年３月設立）

構成員 住友商事株式会社（代表社員）
東京電力リニューアブルパワー株式会社

事業場所 長崎県西海市江島沖の一般海域（図１）

発電設備出力 420MW

風車機種 Vestas V236-15MW×28 基

建設基地港 北九州港（他の港の利用も検討中）

保守メンテ拠点港 西海市内

運転開始予定時期 2029 年８月

供給価格 22.18 円 /kWh

表１．事業概要表１．事業概要

図１．事業場所図１．事業場所
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⑶事業スケジュール

　発電運転開始までのスケジュールを図２に示します。

　現在、海底地盤調査等各種調査を実施中であり、５年後の2029年８月に発電運転を開始し、その後約30

年間に亘り発電を行います。

　陸上変電所は洋上工事に先行して来年１月に着工し2028年度に完成予定です。

　洋上工事は、まず2028年１月に海底ケーブル敷設を、引き続き、同年３月に風車基礎据付を開始し、両工

事を2028年度に完成させます。2029年１月より風車基礎に順次風車を据付け試運転を行い、2029年８月

に発電運転を開始する予定です。

●３．地域との共存・共栄を目指した取り組み
　当事業は、「漁業振興」「江島振興」「地域振興」について漁業関係者・地域の皆さま・自治体等のご意見を

伺い、再エネ海域利用法に基づく法定協議会で議論し、具体的方策を立案します。

　また、建設段階での陸上工事（変電所・開閉所や管路等）・洋上工事、運転・保守段階での洋上・陸上業務

等、加えてこれら工事や業務等に関する資機材調達や日常サービス（交通、宿泊、飲食等）は、地元企業さ

まのご協力を得ながら進めます。

　長期に亘る事業となるため、地域の次世代層に洋上風力発電に興味を持ってもらうことが大切で、この一

助となるため、地域の高校への出前授業等を通じ地域の次世代層への理解活動も進めます。2029年８月から

始まる運転・保守業務を担うエンジニアを一人でも多く地元から採用できることができれば、さらに地域か

ら親しまれる発電所となります。

●４．おわりに
　今後も漁業関係者や地域の皆さまとさらに良好な関係を築き、ご理解とご協力のもと、安心・安全な工事

を進めます。

区　分 内　容 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

公　募 事業者選定

法令手続
環境影響評価

適合性確認・ウィンドファーム認証

調査・設計

風況・海象調査

海底地盤調査

詳細設計

建　設

陸上送変電工事

基地港利用

海底ケーブル敷設

風車基礎据付

風車据付

運　転
試運転

運　転

▼23年 12月 事業者選定

▼25年１月 工事開始

▼27年 10月 利用開始

▼ 28年１月 工事開始

29年１月 工事開始▼

29年８月 運転開始▼

▼28年３月 工事開始

図２．発電運転開始までのスケジュール図２．発電運転開始までのスケジュール
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https://www.tatujin.co.jp/ 〒852-8137 長崎県長崎市若葉町16番11号ブライト住吉５F

〒857-1162 長崎県佐世保市卸本町 3-1モアビル２F
TEL （0956）37-8139
FAX （0956）37-8149

〒852-8145
長崎市昭和１丁目6-28 201
TEL・FAX （095）865-7980

ジャパントランスネット協同組合員（全国ネット）

本社　長崎市田中町 1027-22

長崎受付センター　☎（095）838-2525
0120-382626

室内移動から全国発送まで

ピアノ・金庫・OA機器・精密機器

「思い」をのせて…

http://www.shiozuka.jp/Carry&Career
We Carry valuable article and memories.

大切なピアノ買取致します。

携帯でもOK!携帯でもOK!
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【事業内容】
自動車(EV/HEV/FCV)、半導体製造装置、産業機器等の金属切削、及び
樹脂成形部品の製造

【長崎テクニカルセンター】
長崎県大村市雄ヶ原町147-44 TEL:0957-46-5767 FAX: 0957-46-5768

【東京テクニカルセンター】
東京都大田区東糀谷6-4-17 OTAテクノCORE 1F TEL:03-3742-0691 FAX:03-3742-0692

開発試作から量産まで一貫生産する体制、品質管理、業界トップクラスの
短納期対応力と高い技術力でお客様の課題を解決します

5軸マシニングセンターでの切削加工

射出成形機での樹脂成形加工

ロボットシステムでの自動生産

長崎駅前電停より徒歩 1分。

大樹生命

所　　長　税理士　波多野　徹
副 所 長　税理士　木村　孝子
所長代理　税理士　岡田　　玲
　　　　　税理士　田島　清志
　　　　　税理士　松川　良秀

https://www.hatano-p.com

〒850-0874 長崎市魚の町6番6号
TEL.095-826-0211 FAX.095-825-0538
https://seibunsha.jp
Instagram：@seibunsha_print

長崎の街とともに70余年。

情報に「伝える喜び」を。
活版からオフセットへ、アナログからデジタルへ、そして次のプラスへ。
正文社印刷所はこれからも「伝える喜び」を創造して参ります。

SEIBUNSHA HP

正文社印刷所有限
会社



72,900円 44,640円 28,260円

県共済の （自動車事故費用共済）まごころ共済まごころ共済
任意保険等に関係なく、すべて契約者である「あなた」にお支払いします

特徴① 自動車事故のいざというとき契約車両の搭乗者
はもちろん相手方のケガと死亡も補償！

特徴② （相手への）賠償の共済ではありません。自賠責・任
意保険とは別に示談に関係なくお支払いします。

特徴③ 契約車両による事故の共済金はあなたにお支払
いします。事故の解決にお役立てください。

■共済掛金

10,000円①自家用乗用車

車　種（プレート色） 年掛掛金 月掛掛金

補　償　内　容

白 1,000円
5,500円②自家用軽乗用車 黄 550円
17,500円③自家用普通貨物車（2ｔ超） 白 1,750円
14,500円④自家用普通貨物車（2ｔ以下）白 1,450円
10,000円⑤自家用小型貨物車 白 1,000円
5,500円⑥自家用軽貨物車 黄 550円

すべての共済金は、共済契約者にお支払いします。
負傷者（被害者）が

契約者側の場合

死 亡 共 済 金 300万円

12～300万円 12～300万円

合計 300万円

入院日額 4,500円
通院日額 2,250円

30万円

相手側の場合

事故の日から180日以内に死亡さ
れたとき
（１事故につき）

365日（事故より１年間）
または３００万円限度

後遺障害共済金

入通院共済金

入通院臨時費用共済金
対物担保特約

（障害級別による）

（１事故につき）

（１事故につき）

共済契約者の経済的負担を補うため

契約者側にも過失のある場合
死亡臨時費用共済金（一時金
として支給）

契約者側にも過失のある場合
（３日以上の通院または入院
で、一時金として支給）

算定された額
を限度として
実費を支給

までの
実費を支給

合計 300万円

30,000円

他人の財物を破損・汚損・減失さ
せ、その損害額が２万円以上と
なったとき（１共済期間内に１回）30,000円

左記の日額より

までの
実費を支給

（１人あたり）

１事故につき入院、通院合わせて１日最高18,000円

※共済金は、１事故の総合計300万円が限度です。（特約を除く）

（R５.９時点）

中 小 企 業 を 支 援 す る た め の 広 報 誌

ONE DEJIMA 株式会社

代表取締役社長　遠山　直人氏

財団からのお知らせ╱PICK UP NEWS

地方発のグローバ
ル会社　

海運（グローバル）×
KPO（企業の中核

業務）で

「長崎から世界を
支える」

経営者インタビュー

ONE DEJIMA 株式会社

代表取締役社長　遠山　直人氏

財団からのお知らせ╱PICK UP NEWS

地方発のグローバ
ル会社　

海運（グローバル）×
KPO（企業の中核

業務）で

「長崎から世界を
支える」

経営者インタビュー
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